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公益財団法人  昭和大学医学・医療振興財団
〒142-0064   東京都品川区旗の台２丁目２番15号
TEL：03-3783-6731　FAX：03-3785-7350
 email   igakusinko@ofc.showa-u.ac.jp
 URL    https://showa-mf.jp

　公益財団法人 昭和大学医学・医療振興財団は、超高齢社会を迎えた今日に
おいて、次代を担う情熱ある医学・医療分野の実践者を全国各地から発掘し、
顕彰する事業を進めております。
　この顕彰事業も今年で 11 年目を迎え、さらなる事業の拡大を目指すととも
に皆様からのご寄付により、優れた医療人を今後も顕彰してまいります。引続
きご支援いただきますようお願いいたします。
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住民対象のプログラムである「ナイトスクー
ル」は、出前型の健康座談会で車座となり
住民と相互交流をするものです。講師には
医師、薬剤師、看護師、保健師、研修医
･医学生など多くの専門職が担当します。「オ
ープンスクール」は、保健･医療、福祉課
題について医療者からの健康講座です。「ク
ラスインスクール」は、児童・生徒を対象
として喫煙防止、性教育、アルコールなどを
テーマに学校で行うものです。その他、「講
演会」では健康問題や災害対策などについ
て、今から出来
ることをテーマに
100名 以 上の
地域からの参
加者を迎えて行
われます。

以前の医師会長が行政としっかりと連携して
動くという土壌を作ってくださったことで、非
常に助かっています。行政の皆さんと魚沼学
校のメンバーが精力的に企画や運営を進
め、演者の発掘等にも関わってくださってい
ます。それに何といっても受け手側の住民の
方々が主役として健康の維持増進に向けて
動いてくださり、これが大きなドライビングフ
ォースになっています。私たちが医療機関に
いることから、小さな街で住民の皆さんとお
互いに顔の見える関係になれることも、その
後の運営がスムースであった一因なのかなと
思っています。

当初に比べ健康に対する意識が変わってきた
かなと感じています。今後は健康増進だけでな
く、介護保険制度をう
まく利用して生まれ育っ
た地域で生活し続ける
ことなども一緒に学ん
でいきたいと思います。

これには結構工夫を凝らして臨んでいます。
例えば、シナリオを作成し児童、生徒の前で
スタッフ同士が語らいながら訴えていくという
かたちです。「喫煙防止」をテーマにしたときは
特に受けが良くて、参加者も積極的に発言し
てくれます。また、研修医が講師となった例で
は、いろんな質問に回
答が難しい場面もあ
り、講師自身にとって
も良い経験になって
いるとの声も聞きます。

昭和上條医療賞・受賞者探訪

【昭和上條医療賞】
　本顕彰は、地域保健医療の実践及
び教育の分野において創造的かつ先
駆的諸活動を行い、大きな成果を挙げ
られた個人またはグループを顕彰して
おります。 
　顕彰対象は全国の病院、診療所、薬
局その他の医療関連機関において、地
域保健医療活動を永年に亘って実践、
推進して国民の健康増進に幅広く貢
献された活動を対象としております。

魚沼市立小出病院（地域医療魚沼学校）
院長（校長）

第６回 昭和上條医療賞受賞～地域保健医療貢献部門～

　新潟県魚沼地域の病院長として、地域包括

ケアの実現のため、地域医療を担う専門職種

間の連携強化、地域住民の啓発などを目的に、

2011年度から「地域医療魚沼学校」を開設

され、活動を主導する。「学生・研修医が学ぶ」

「多職種連携教育及び協働実践の場」「住民

が学ぶ」を三本柱としたカリキュラムで、開校

から延べ４万人を超える地域住民が「地域医

療学校」に学んでいる。

「クラスインスクール」は、児童・生徒
を対象とした健康講座ですが、受講
者の皆さんの反応はどうですか ?

話題性のある内容で住民の皆さんは
次の勉強会を大変楽しみにしていると
思いますが、開校以来、住民の皆さ
んの変化を感じられますか？

健康の維持増進に向けて、受け手側の住民
の方々が主役で動いていただいています。ま
た、行政も参加し企画や運営まで関わってく
ださり、盛り上がっています。更に、我々は
市立病院であることから健康増進や福祉など
に市の職員も一緒に活動してくださり、これも
非常に助かっています。

膨大なプログラムですが、住民はどの
ように関わっていくのですか？開校に向けて相当の苦労があったと

想像しますが？

学校の教育理念として「自立した住民
が地域を創る」、「連帯と連携で地域
を守る」、「学び続ける地域医療」を
掲げていますが、具体的にはどのよう
なプログラムですか？

「病院を学校にする」というきっかけは
何だったのですか？

地域住民と考える地域医療について、
先生の思いの原点を聞かせてください。

開校から13年が経過しましたが、これ
までに何人の参加がありましたか？

住民対象では年間に何件の活動があり
ますか？

地域社会の安心や安全は住民や地域社会
の「そこぢから」により成就するという強い
思いから、2011年４月に地域医療魚沼学
校の開校に至りました。

「医学生･研修医が学ぶ」1,870人、「専門職が
学ぶ」15,957人、そして「住民が学ぶ」24,634
人で総勢42,461名の参加がありました。

昨年度の住民対象プログラムでは、楽語い講
座19件、講演会2件、オープンスクール10件、
ナイトスクール1件、中学生の病院職場体験
クラスインスクール16件で計48件でした。

高齢化社会を迎え、地域住民は「病気にな
らないように健康を保ちたい」、「病気を治し
和らげたい」、「障害とともに生きたい」と思う。
このためには専門職同士の今まで以上の連
携だけではなく、地域生活のプロである住
民自らが家族や地域社会を守るすべを身に
つけることが必要と考えたからです。ともに「学
ぶ･伝える･実行する」ことが地域を守ると
考えたからです。

布施　克也 先生
ふ 　 せ かつ や

地域医療活動に励む

らく ご

あなたの街の医療従事者の

ご推薦をお待ちしています！




